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1. はじめに 
面接において緊張し，普段通りに話せないと

いう者は少なくない．実際に採用面接を経験し

た学生に対するアンケート結果によると，「緊

張で笑顔が出てこなかった」「緊張し過ぎて支

離滅裂だった」等のコメントが多く寄せられて

いた[1]．近年，こうした緊張状態の緩和が期待

されるとして擬人化エージェントの研究が進ん

でいる[2][3]．そこで，擬人化エージェントを面

接の場で使用した場合，被面接者の緊張状態が

緩和され，被面接者の発話を促すことができる

のではないかと考えた．本研究では，通常の対

面面接と擬人化エージェント面接とで比較実験

を行い，本提案手法の有効性について検証した． 

 

2. 擬人化エージェント面接 
2.1 実験環境の構築 

本実験を行うにあたり，FaceRig[4]を採用し

た．FaceRig は，Web カメラでユーザーの表情

を読み取り，リアルタイムでアバターに表情を

反映させることができるというものである．た

だし肉声のまま通話を行った際，映像と音声に

性別の違いがあり強い違和感が発生したた

め，”VOICEROID+ 結月ゆかり EX”を採用した．

このツールにより音声の性別、大きさ、トーン

などの要素を一定にすることができ，被面接者

に与える面接官の印象を統一することができる． 

図 1: システム構成図 

 

 

 
 

 

 面接官の発声した内容は，マイクを通して

NAMAROID という音声認識ソフトに入り，自動

で文字に変換される．その文字が”VOICEROID 

+結月ゆかり EX”に入力され機械音声となって

VoiceMeeterBanana という仮想オーディオデバイ

スに入力される．そこから音声は FaceRig に入

力され，リップシンクにより音声と口の動きを

一致させた後に Skype へ映像と音声を入力する．

その後 Skype に出力された映像と音声は面接官

として被面接者の持つ PC 画面に映る．この時

被面接者には面接官の素顔や肉声は一切届かな

いようになっている． 

 

2.2 実験概要 

 本提案手法によって被面接者の発話にどのよ

うな変化が表れるのかを調査するために以下の

実験を実施した．実験は対面面接と擬人化エー

ジェント面接の 2 種類を行った．被面接者は 18

歳の短大生 7 名，面接官は既に就職活動を終え

た 22歳の大学生 3名で行った．面接は全て 1 対

1 の個別面接とし，音声の誤認識が起きぬよう部

屋を分けたうえで 10 分程度行った．質問内容は

「自己紹介」「自分の強み」「趣味や特技」の 3

問と，「自己紹介」「成長を実感したエピソー

ド」「最近の関心事」の 3 問のどちらかを出題

することとした．実際の就職活動において頻繁

に出題されることに加えて，被面接者の内面を

引き出しやすいものであることから上記を選定

した． 

 
図 2: 実験環境と両当事者の視点 
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表 1: 被面接者の発話時間と沈黙時間 

 
 

表 2: 発話時間の検定結果(n=6) 

 
(被面接者 Cを除く) 

 

表 3: 沈黙時間の検定結果(n=6) 

 
(被面接者 Cを除く) 

3. 実験結果と分析 
表 1 に示すように，実験終了後に発話時間と

沈黙時間の 2 つを計測した．面接官が質問を終

えた直後から被面接者の発話終了までの間に発

生した 1 秒以上の沈黙を合計した値を沈黙時間

とし，発話開始から発話終了までの時間から発

話中に発生した沈黙時間を除いたものを発話時

間とした． 

対面面接と擬人化エージェント面接との間で

統計分析を行ったところ，発話時間において 5%

水準で有意に差があり，発話時間の減少が認め

られた(表 2,3 参照)．また沈黙時間においては有

意差が見られなかったものの全体的に沈黙時間

が減少する傾向にあった．特に被面接者 B と D

については大幅な減少がみられた． 

 被面接者 C については対面面接を行った際に

極度の緊張からすぐに返答ができず，6 分ほど経

過した時点で面接を終了することとなったが，

擬人化エージェント面接では全ての質問に返答

し面接を完了したため，発話時間が大幅に増加

し沈黙時間が大幅に減少した結果となった． 

4. 考察 
対面での会話が苦手な者に対しては面接にお

ける沈黙時間の減少から擬人化エージェントを

用いた面接の有効性が示唆された．面接中の様

子をビデオ観察したところ，擬人化エージェン

トと会話する被面接者の表情は明るく，緊張が

ほぐれた状態であることが推察された．一方で

対面面接に比べ全体的に発話時間が低下してい

た．これは音声認識ツールを介していることや

遠隔での面接となっていることからタイムラグ

が発生し，擬人化エージェント面接が障害とな

ったことが理由として考えられる．しかしなが

ら今後音声認識の精度や変換速度が向上し，対

面面接と変わらない速度で会話が可能になれば

上記の問題が解決されると考える． 

 

5. おわりに 
本研究は，顔画像認識とリアルタイム音声変

換技術を用いた擬人化エージェントによる面接

手法を提案し，被面接者の発話や態度にどのよ

うな変化が表れるのかを検証した．実験の結果

一部の被面接者において発話時間や沈黙時間の

改善がみられたが，現状では技術の問題でスム

ーズな会話を行うことができず，全ての被面接

者において効果を示すことはできなかった．し

かしながら，対面コミュニケーションを苦手と

する者に対しては，発話を促進する要因になる

ことが示唆された． 
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